
２０２２年（令和４年）９月２９日 （木曜日） （２）
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鳥
海
柵
跡

　
源
頼
義
軍
と
阿
部
一
族
と
の
黄
海

の
戦
い
以
後
、
戦
線
は
膠
着
状
態
と

な
る
。
頼
義
の
忸
怩
た
る
思
い
は
強

ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
黄
海
の
戦

い
か
ら
５
年
ほ
ど
の
歳
月
が
流
れ
た

１
０
６
２
年
、
事
態
は
大
き
く
変
わ

る
。
出
羽
国
仙
北
三
郡
（
今
の
秋
田

県
）
の
清
原
氏
が
、
源
氏
側
に
参
陣

し
た
の
で
あ
る
。
清
原
氏
も
、
安
倍

氏
と
同
じ
く
俘
囚
の
長
で
あ
り
、
こ

の
こ
ろ
は
清
原
光
頼
・
武
則
兄
弟
の

時
代
で
あ
っ
た
。
頼
義
は
、
こ
こ
で

も
、「
夷
を
以
て
夷
を
制
す
る
」
戦
略

を
執
っ
た
。
清
原
参
戦
の
説
得
に
、

義
家
を
当
た
ら
せ
る
。
義
家
は
、「
甘

言
を
以
て
説
き
、
贈
る
に
珍
奇
を
以

て
す
」
と
い
う
接
待
攻
勢
を
か
け
、

つ
い
に
光
頼
の
説
得
に
成
功
す
る
。

　
光
頼
は
、弟
の
武
則
を
総
大
将
に
、

１
万
の
軍
勢
を
派
遣
し
た
と
さ
れ
、

３
０
０
０
の
朝
廷
軍
は
、
清
原
氏
の

加
勢
に
よ
り
、
安
倍
氏
の
軍
勢
を
は

る
か
に
凌
駕
す
る
こ
と
と
な
る
。
源

氏
と
清
原
氏
の
連
合
軍
の
初
戦
は
、

安
倍
氏
の
小
松
柵
へ
の
攻
撃
で
あ
っ

た
。
小
松
柵
は
、
現
在
の
一
関
市
の

磐
井
川
沿
い
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
安

倍
頼
時
の
弟
で
僧
侶
の
良
昭
が
守
る

柵
で
、
貞
任
の
弟
の
宗
任
を
中
心
に

安
倍
軍
は
奮
戦
す
る
が
、
多
勢
に
無

勢
で
、
柵
を
捨
て
、北
へ
走
り
去
る
。

　
本
拠
地
の
衣
川
で
、
貞
任
を
中
心

に
安
倍
軍
は
戦
い
を
挑
ん
だ
も
の
の

大
敗
し
、
北
へ
逃
げ
延
び
る
。
金
ケ

崎
町
の
鳥
海
柵
（
と
の
み
の
さ
く
）

は
、
安
倍
頼
時
が
絶
命
し
た
地
で
あ

り
、
安
倍
氏
の
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
が
、
朝
廷
軍
が
こ
の
柵
に
来
た

と
き
、
柵
は
す
で
に
、
も
ぬ
け
の
殻

で
あ
っ
た
。

　
朝
廷
軍
は
、
安
倍
氏
の
黒
沢
尻
、

鶴
脛
（
つ
る
は
ぎ
）、比
与
鳥
（
ひ
よ

ど
り
）
な
ど
の
柵
を
易
々
と
破
り
、

厨
川
に
達
す
る
。
厨
川
柵
と
そ
れ
に

隣
接
す
る
嫗
戸
柵
（
う
ば
と
の
さ
く

・
お
う
と
の
さ
く
）
は
、
安
倍
氏
の

最
後
の
砦
で
あ
り
、
貞
任
、
宗
任
を

は
じ
め
、
全
勢
力
が
集
結
し
た
。

　
堅
牢
な
両
柵
を
攻
め
る
の
は
難
し

く
、さ
す
が
の
朝
廷
軍
も
苦
戦
す
る
。

一
計
を
案
じ
た
朝
廷
軍
は
、
折
か
ら

の
強
風
を
味
方
に
、
砦
に
向
か
っ
て

火
を
放
つ
。
砦
は
炎
に
包
ま
れ
、
安

倍
氏
の
命
運
が
尽
き
て
し
ま
う
。

　
阿
弖
流
為
ら
と
同
様
に
、
安
倍
氏

も
中
央
の
侵
略
に
対
し
、
果
敢
に
戦

っ
た
。
そ
の
安
倍
氏
に
は
、

の
柵

が
あ
っ
た
と
い
う
。
安
倍
十
二
柵
と

呼
ば
れ
る
そ
れ
ら
は
、
河
崎
柵
、
小

松
柵
、
石
坂
柵
、
藤
原
業
近
柵
（
ふ

じ
わ
ら
な
り
ち
か
の
さ
く
）、大
麻
生

野
柵
（
お
お
あ
そ
う
の
さ
く
）、瀬
原

柵
（
せ
わ
ら
の
さ
く
）、鳥
海
柵
、
鶴

脛
柵
、
黒
澤
尻
柵
、
比
与
鳥
柵
、
厨

川
柵
、
嫗
戸
柵
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
柵
の
う
ち
、
場
所
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
い
ま
の
と

こ
ろ
、
鳥
海
柵
の
み
で
あ
る
。他
は
、

擬
定
地
を
推
定
で
き
な
い
か
、
推
定

し
て
も
、
そ
こ
か
ら
柵
な
ど
の
遺
構

が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　
鳥
海
柵
は
、
安
倍
頼
時
の
最
期
の

地
で
あ
り
、
安
倍
氏
が
敗
走
し
た
と

き
に
は
、
戦
わ
ず
に
柵
を
放
棄
し
て

い
る
。
柵
の
主
は
、頼
時
の
三
男
で
、

貞
任
の
弟
に
あ
た
る
宗
任
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
宗
任
は
、
鳥
海
三
郎
と

も
呼
ば
れ
た
。

　
鳥
海
柵
は
、
北
上
川
と
そ
の
支
流

の
胆
沢
川
の
合
流
点
か
ら
西
北
西
約

２
・
５
㌔
に
あ
り
、
胆
沢
川
の
北
岸

に
位
置
す
る
。
胆
沢
川
を
挟
ん
で
、

南
東
に
約
２
㌔
の
地
点
に
は
、
胆
沢

城
が
あ
り
、
往
時
は
互
い
に
遠
望
し

合
え
た
か
も
知
れ
な
い
。胆
沢
城
は
、

胆
沢
川
の
南
に
あ
っ
て
、
北
か
ら
の

蝦
夷
の
攻
撃
に
備
え
る
。
他
方
、
鳥

海
柵
は
胆
沢
川
の
北
に
あ
っ
て
、
南

か
ら
の
朝
廷
軍
の
侵
攻
を
阻
止
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
は
必
然
な
の

で
あ
る
。

　
鳥
海
柵
は
、
胆
沢
川
北
岸
の
東
に

張
り
出
し
た
台
地
の
先
端
に
位
置

し
、
台
地
の
標
高
は
、

〜

㍍
で
、

そ
の
南
側
に
は
胆
沢
川
北
岸
の
氾
濫

原
が
広
が
っ
て
い
る
。
柵
が
立
地
す

る
台
地
と
低
地
と
の
比
高
差
は
約

㍍
で
あ
る
。

　
柵
の
範
囲
は
、南
北
約
５
０
０
㍍
、

東
西
約
３
０
０
㍍
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
範
囲
の
台
地
は
、
そ
も
そ
も
平

坦
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、東
か
ら
抉（
え

ぐ
）
る
よ
う
に
入
っ
て
く
る
沢
に
よ

っ
て
、
次
第
に
浸
食
さ
れ
、
３
条
の

開
析
谷
（
か
い
せ
き
こ
く
）
が
形
成

さ

れ

て

い

た
。
こ
れ
ら

の

谷

に

よ

り
、
台
地
は

四
つ
の
区
画

に
分
割
さ
れ

る
。

　
台
地
の
端

は
、
段
丘
崖

（
だ
ん
き
ゅ

う
が
い
）
で

あ
る
。
こ
れ

と
開
析
谷
と

は
、防
御
に
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
調
査
で
は
、
二
つ
の
開
析
谷

を
結
ぶ
長
さ
１
４
５
㍍
、
幅
８
・
８

㍍
、
深
さ
最
大
３
・
２
㍍
の
濠
跡
が

発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
台
地
の

東
端
と
谷
と
を
Ｌ
字
に
結
ぶ
濠
跡
が

検
出
さ
れ
た
。
開
析
谷
と
段
丘
崖
を

巧
み
に
利
用
し
、
防
御
の
機
能
を
高

め
よ
う
と
す
る
工
夫
で
あ
ろ
う
。

　
調
査
で
は
、
建
物
の
跡
も
見
い
出

さ
れ
た
。竪
穴
建
物
や
掘
立
柱
建
物
、

櫓
と
思
わ
れ
る
建
物
な
ど
で
あ
る
。

中
に
は
、
土
壁
で
床
張
り
を
し
て
い

た
可
能
性
の
あ
る
四
面
廂
付
建
物
も

検
出
さ
れ
て
お
り
、
政
治
や
儀
式
に

関
わ
る
中
心
的
な
建
物
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
施

設
は
、
安
倍
氏
自
身
の
手
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
丹
精
こ
め
て
造
営
し
た

に
違
い
な
い
。
ま
さ
か
、
最
後
に
は

放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
柵
で
あ
る
と

は
、
夢
に
も
思
わ
ぬ
造
営
で
あ
っ
た

ろ
う
。

優良事業所などへの表彰

事
例
紹
介
す
る
南
壮
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ん
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岩
手
県
告
示
　
都
市
計

画
法
（
昭
和

年
法
律
第

１
０
０
号
）
第

条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可

し
た
次
の
開
発
行
為
に
関

す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

　〈
令
和
４
年
９
月

日
〉

岩
手
県
知
事

　
　
　
　
　
達
増
　
拓
也

　
１
　
開
発
区
域
に
含
ま

れ
る
地
域
の
名
称
　
矢
巾

町
大
字
広
宮
沢
第
１
地
割

２
７
９
番
お
よ
び
２
８
０

番　
２
　
開
発
許
可
を
受
け

た
者
の
住
所
及
び
名
称
　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

２
丁
目
７
番
３
号
　
東
京

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
南
関
東
特

定
目
的
会
社

　

日
に
一
関
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
「
一
関

遊
水
地
事
業

年
の
集

い
」
で
、
岩
手
大
学
名
誉

教
授
の
平
山
健
一
氏
は
、

「
北
上
川
の
治
水
に
於
け

る
五
大
ダ
ム
と
一
関
遊
水

地
」
と
題
し
て
講
演
。
平

山
氏
は
、
こ
れ
か
ら
の
治

水
に
つ
い
て
「
遊
水
地
が

で
き
れ
ば
、
お
し
ま
い
で

は
な
い
こ
と
を
認
識
し
た

い
」
な
ど
と
主
張
し
た
。

　
平
山
氏
は
、
５
大
ダ
ム

が
計
画
さ
れ
た
経
過
や
各

ダ
ム
の
特
徴
を
紹
介
し
な

が
ら
、
四
十
四
田
ダ
ム
は

「
地
形
・
地
質
が
ダ
ム
・

サ
イ
ト
と
し
て
最
悪
の
条

件
で
、
酸
性
水
の
流
入
、

都
市
に
近
い
な
ど
、
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
た
」
な
ど

と
、
各
ダ
ム
で
の
技
術
者

ら
の
苦
労
に
言
及
。

　
加
え
て
、「
岩
手
県
と
宮

城
県
と
が
合
同
で
国
に
申

請
し
た
「
北
上
特
定
地
域

総
合
開
発
計
画（
案
）」は
、

高
く
評
価
さ
れ
、
特
定
地

域
総
合
開
発
事
業
の
第
１

号
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ

た
」
な
ど
と
、
本
県
の
先

人
ら
の
功
績
を
話
し
た
。

　
一
関
遊
水
地
事
業
に
つ

い
て
は
、「
洪
水
常
襲
地
帯

と
言
わ
れ
た
一
関
・
平
泉

地
域
の
氾
濫
を
防
ぐ
だ
け

で
な
く
、
狐
禅
寺
・
基
準

点
へ
の
洪
水
の
流
入
量
を

確
実
に
調
節
す
る
、
北
上

川
治
水
の
要
」
と
説
明
す

る
と
と
も
に
、
今
後
に
つ

い
て
「
遊
水
地
を
中
心
に

広
大
な
空
間
と
北
上
川
の

歴
史
を
生
か
し
た
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
が
待
た

れ
る
」
と
期
待
し
た
。

　
５
大
ダ
ム
や
新
た
に
北

上
川
の
改
修
計
画
に
追
加

さ
れ
た
胆
沢
ダ
ム
、
一
関

遊
水
地
な
ど
の
治
水
事
業

の
効
果
に
つ
い
て
は
、「
北

上
川
上
流
の
治
水
安
全
度

は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ

た
」
と
デ
ー
タ
を
用
い
て

提
示
。「
治
水
以
外
で
も
、

地
域
の
総
合
開
発
の
推
進

や
北
上
川
の
自
然
環
境
の

保
全
、
文
化
遺
産
の
発
見

と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、

恩
恵
を
流
域
社
会
に
も
た

ら
し
て
い
る
」
と
指
摘
し

た
。

　
「
北
上
川
流
域
社
会
の

絆
を
大
切
に
す
る
穏
や
か

な
精
神
的
風
土
、
住
民
と

率
直
に
向
き
合
っ
て
き
た

技
術
者
の
存
在
に
よ
り
、

実
り
あ
る
結
末
を
迎
え
ら

れ
た
」
と
も
話
し
、「
み
ん

な
で
取
り
組
み
、
成
し
遂

げ
た
、
次
代
に
つ
な
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、貴
重
な
流
域
の
財
産
」

と
し
た
。

　
今
後
の
河
川
事
業
に
関

し
て
、
平
山
氏
は
、
本
川

中
流
部
や
支
川
の
未
堤
防

区
間
の
存
在
、
盛
岡
の
防

災
力
の
強
化
、
最
近
の
異

常
気
象
に
起
因
す
る
災
害

の
激
甚
化
へ
の
対
応
や
、

高
齢
化
な
ど
多
様
な
生
活

様
式
に
よ
る
災
害
に
弱
い

社
会
な
ど
を
課
題
と
し
て

挙
げ
た
。「
北
上
川
の
安
全

を
守
り
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
に
遊
水
地
や
北
上
川
と

付
き
合
っ
て
い
く
べ
き
か

は
難
し
い
課
題
だ
」
と
話

し
た
。

　
国
土
交
通
省
は
、
省
エ

ネ
や
省
Ｃ
Ｏ
２
の
先
導
的

な
技
術
を
導
入
し
た
住
宅

・
建
築
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
す
る
た
め
、
２
０

２
２
年
度
２
回
目
の
企
画

提
案
募
集
を
開
始
し
た
。

募
集
期
限
は

月
７
日
。

月
に
採
択
事
業
を
公
表

す
る
。

　
対
象
と
な
る
先
導
技
術

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
一
戸

建
て
住
宅
で
の
高
断
熱
に

よ
る
省
エ
ネ
化
や
、
太
陽

光
発
電
と
蓄
電
池
の
併

用
、
非
住
宅
で
は
エ
リ
ア

内
で
の
熱
・
電
力
の
融
通

や
生
ご
み
発
電
と
い
っ
た

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
な
ど
。
設
計
費
と
工
事

費
の
う
ち
先
導
的
と
評
価

さ
れ
た
部
分
の
費
用
を
補

助
率
２
分
の
１
、
上
限
５

億
円
で
補
助
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル

（sh
o
co
2
@
h
y
o
k
a
-

jim
u
.jp

）
で
受
け
付
け

る
。

　
全
国
労
働
衛
生
週
間
を

前
に
、

日
に
盛
岡
市
の

都
南
文
化
会
館
で
「
県
産

業
安
全
衛
生
大
会
」
が
開

か
れ
た
。
大
会
で
は
、
優

良
事
業
者
に
対
す
る
表
彰

や
安
全
宣
言
、
事
例
発
表

な
ど
を
行
い
、
参
加
者
は

労
働
災
害
の
無
い
、
安
全

で
健
康
的
な
職
場
づ
く
り

へ
の
意
識
を
高
め
た
。（
関

連
４
面
）

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、

岩
手
労
働
災
害
防
止
団
体

連
絡
協
議
会
の
山
中
貞
一

会
長
が
あ
い
さ
つ
。
今
年

８
月
末
ま
で
の
労
働
災
害

が
前
年
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
状
況
や
、
健
康
診

断
の
有
所
見
率
が
６
割
を

超
え
て
い
る
現
状
に
触
れ

な
が
ら
「
労
働
災
害
防
止

は
事
業
者
の
責
務
で
あ

り
、
労
働
者
の
安
全
と
健

康
を
守
る
こ
と
は
経
営
の

最
重
点
課
題
」
と
述
べ
、

「
災
害
が
無
い
、
健
康
で

安
全
・
安
心
・
快
適
な
職

場
の
実
現
を
、
働
く
人
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
意
識

し
、
労
使
一
体
と
な
っ
て

安
全
衛
生
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

と
、
自
主
的
な
労
災
防
止

活
動
の
展
開
を
促
し
た
。

　
来
賓
の
祝
辞
に
は
岩
手

労
働
局
の
稲
原
俊
浩
局
長

が
登
壇
。
県
内
に
お
け
る

労
災
発
生
状
況
な
ど
に
触

れ
「
本
大
会
を
契
機
と
し

て
、
労
働
者
の
安
全
と
健

康
を
最
優
先
と
す
る
企
業

風
土
を
醸
成
し
、
経
営
ト

ッ
プ
・
事
業
所
ト
ッ
プ
が

自
ら
の
責
務
を
確
認
し
、

自
主
的
な
労
災
防
止
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
大
会
で
は
、
優
良
事
業

所
や
労
災
防
止
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
に
対
す
る
表

彰
、
旭
ボ
ー
リ
ン
グ
㈱
専

務
取
締
役
の
髙
橋
幸
二
さ

ん
に
よ
る
大
会
宣
言
、
南

建
設
㈱
取
締
役
副
社
長
の

南
壮
さ
ん
に
よ
る
事
例
発

表
「
建
設
現
場
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
」

な
ど
を
通
じ
て
、
参
加
者

ら
は
安
全
で
快
適
な
職
場

づ
く
り
へ
の
意
識
を
高
め

た
。
南
さ
ん
は
、
同
社
が

実
施
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
策
を
説
明
。
手
作
業
で

行
っ
て
い
る
草
刈
り
を
、

特
殊
車
両
に
よ
る
作
業
に

移
行
す
る
こ
と
で
、
作
業

に
か
か
る
人
員
を
減
ら
し

感
染
対
策
を
講
じ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

年
度
の
県
産
業
安
全

衛
生
大
会
で
表
彰
さ
れ
た

企
業
と
個
人
は
次
の
通

り
。

　
（
敬
称
略
）

　
◇
事
業
所
賞

　〈
岩
手
労
働
基
準
協
会
〉

　
県
浄
化
槽
協
会
（
矢
巾

町
）、㈱
ユ
ー
ト
ー
（
盛
岡

市
）、ラ
サ
工
業
㈱
宮
古
工

場
（
宮
古
市
）、㈱
中
央
水

産
花
巻
（
花
巻
市
）、㈱
ネ

ク
ス
コ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
東
北
北
上
事
業
所

（
北
上
市
）、前
田
製
管
㈱

水
沢
工
場
（
奥
州
市
）、㈱

一
関
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
製
作
所

（
一
関
市
）

　
〈
建
設
業
労
働
災
害
防

止
協
会
県
支
部
〉

　
㈲
三
浦
建
設（
一
関
市
）

　
〈
ボ
イ
ラ
・
ク
レ
ー
ン

安
全
協
会
岩
手
事
務
所
〉

　
丸
幸
自
動
車
工
業
㈱
盛

岡
支
店
（
矢
巾
町
）

　
〈
建
設
荷
役
車
両
安
全

技
術
協
会
県
支
部
〉

　
畑
重
車
輌
整
備
㈲
（
滝

沢
市
）

　
◇
功
績
賞

　
〈
建
設
業
労
働
災
害
防

止
協
会
県
支
部
〉

　
工
藤
照
見
（
㈱
都
南
建

設
・
盛
岡
市
）、髙
橋
幸
二

（
旭
ボ
ー
リ
ン
グ
㈱
・
北

上
市
）

山崎　拓音
折れ線


